
たかまつ

新型コロナウイルス感染症が広がり始めて３年あまり。感染が拡大した後、中止

になっていた夏祭りや文化祭などの地域のイベントが、徐々に再開されています。

イベント会場では、子どもたちの歓声や住民の皆さんの熱気があふれ、少しずつ本

来の地域の姿に戻りつつあるようです。

　地域コミュニティ協議会では、コロナで足踏みを余儀なくされた期間を、「立ち

止まってしっかり考える時間」と前向きにとらえ、福祉や防災など地域の安心を守

る活動はしっかりと継続するとともに、コロナ禍でも住民の交流の場をもてるよう

に、みんなで知恵を出し合いながら、新しい取り組みにもチャレンジしています。

　今回は、そのチャレンジの一部を紹介していますが、皆さんの地域でも、元気を

吹き込む新しい風が吹き始めているはずです。

　ぜひ、地域のイベントに参加してみてください。
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　令和４年度は、高松市のデジタルデバイド（情報格差）対策事業を
活用して、地域のデジタル化推進に取り組みました。10月30日（日）
に開催した「太田南秋まつり2022」では『ゴンタくんのお話ＱＲコー
ドラリー（デジタル版スタンプラリー）』を実施。会場内のＱＲコード
を探してスマホで読み取ると、タヌキのゴンタの昔話とキーワード
の一部が表示され、すべてのポイントを回ると、お話もキーワード

も完成するというもの。参加賞のゴンタくんシールも大人気でした。
　おまつりの前には「スマホ教室初歩の初歩」を開催し、『広報高松』や地域の広報紙に掲載され
たＱＲコードを読み込んで詳しい情報を得る練習の場を設け、幅広い年代にラリーに参加して
もらう工夫をしました。遊びを通じてデジタルの良さを身近に感じてもらうことができたので、
今後も楽しんでデバイド（格差）を解消できる取り組みにチャレンジしていきたいと思います。

　３年前、コロナ禍の地域を元気にしたい、明るくし
たいとの思いから、コミュニティセンターをイルミネ
ーションでライトアップした「第１回つるうち冬のま
つり」を開催しました。
　好評につき、その後毎年開催し、期間中は地域内外
からたくさんの人がコミュニティセンターを訪れ、キ
ラキラにライトアップされた夢の世界を楽しんでいま
した。制作に関わったのはすべて地域の人々です。経
験がないなか、一から創りあげた手作りのイルミネー
ションも、年々バージョンアップして３年目を迎えま
した。
令和４年度のテーマは「結（むすび）」。これまでの集
大成でもあり、地域に住
む人々が綺麗な輪でつな
がっていけるよう私たち
作り手の願いを込めて、
イルミネーションに一体
感を出しました。
　見てくださった皆さん
に感謝の気持ちを込めて、
今までもそしてこれから
も弦打校区が笑顔あふれ
る元気な地域になるよう
私たちは前に進んでいき
ます。

　「歩いてミイマイ」は、香川大学大久保准教授が開発
した防犯アプリです。松島地区で使ってみたいと申し
出ると快諾してくれました。
香川大学防犯パトロール隊による事前講習で「安全」
と「危険」な場所の見分け方を学習した後、大学生、小
学生と保護者のグループでパトロールを開始。両側の
塀が高い道は「危険」、コンビニは「安心」とスマホで撮
影、登録していきます。
　参加した子どもたちから「ここは大丈夫？」「写真を
撮りたい！」という声が次々あがり、賑やかな防犯パ
トロールとなりました。普段のパトロールでは見落と
してしまいそうな場所を、学生や子どもの視点で発見
できたことが新鮮でした。
　今回登録した場所を、青パトや子ども会、ＰＴＡや
学校と共有し、地域の安全・安心への意識をさらに高
めていきたいと思います。
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　令和２年の春、小学校の校長先生から「コロナで何
も行事ができない。何か子どもたちが元気になるメッセ
ージを送ってほしい」と、コミュニティ協議会にお話
がありました。
　そこで、第一弾として「コロナにまけない 体もつよ
いぞ あさのっこ」という標語を作成し、地域の掲示板
や小学校・幼稚園・保育所等に掲示しました。
　翌年は、小学生から標語を募集し、応募の52名の中
から、最優秀賞の「密避けて 仲間と絆 深めよう」を、
昨年と同様に地域内に掲示しました。
　続く令和４年は、「ふるさと あさの」をテーマに、
小学４～６年生に標語を募集したところ、155点の応
募があり、最優秀賞と優秀賞の４点を１年かけて順に
掲示しました。その中には地域に伝わる「ひょうげま
つり」を題材にしたものもあり、地域と子どもたちが
つながっていることを実感する機会になりました。
　さて、令和５年はどんな標語が
集まるのでしょうか。
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　令和３年度、全国で認知症による捜索依頼行方不明
者は17,636人。そのうち発見時死亡が確認された方や、
交通事故に遭われた方もおり、未だ所在がわからない
方も多くおられます。
　香西長寿声かけ隊は、香西地区が「認知症になって
も今以上に安心して暮らせる町」を目指し、平成26年
に活動を開始しました。認知症ネットワーク構築の一
環として、認知症の方が道に迷っている時、地域で正
しく対応するために毎年自治会の協力を得て「認知症
ＳＯＳやさしい声かけ模擬訓練」を実施しています。
　訓練の内容は、認知症役が行方不明→警察に捜索依
頼→模擬訓練メール配信→地域の方が徘徊役を発見・
声かけ→警察に連絡・警察官到着まで保護の手順で実
施しています。
　道に迷っている認知症の方を見かけたら、やさしく
声をかけてください。
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　令和４年、亀阜小学校は創立150周年を迎えました。記念
事業の一つとして、令和４年11月に小学校体育館で『亀阜小
学校創立150周年記念式典』が開催されました。本来であれば、

小学校在校生や保護者、卒業生、地域の方々にもご出席頂き、盛大に開催したいところ
でしたが、感染対策のため、体育館には６年生の児童とご来賓の方々のみが入場しまし
た。しかし、この亀阜小学校の大きな節目を少しでも多くの方々と一緒にお祝いするた
めYouTubeのライブ配信を行い、５年生以下は教室で、またコミュニティセンターに
はサテライト会場を設け、地域の方々も一緒に式典に参加することができました。大き
なスクリーンには小学校の式典の様子が映し出され、150年の歴史や伝統を改めて感じる
感動的な時間となりました。

校区みんなで　　　周年のお祝い
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各地域の取り組みをご紹介します。

会議はリモートでもできる

情報はネット配信で共有できる

前よりずっとデジタルが身近に
なった

コロナをプラスにすれば地域は
もっとつながれる！

前より集まれなくなって

地域の元気もなくなってきたの
？

いやいやコロナに負けるもんか
！

もっと地域を明るく元気にした
い！


